
どんぐり広場 
自由に散策できる雑木林のゾーンには、実がなる木を植え、どんぐり拾いを 
楽しめるような空間に。通路の北側は緑の豊かさの指標ともされているこげら 
の営巣を目指した空間づくりを行い、野鳥を誘致するとともに、「レインガーデ 
ン」による水辺空間、虫のすみか「インセクトホテル」とあわせて、生物の観察 
ができるゾーンとする。 
 【新植】中木:クヌギ、コナラ、カシ、シイ、クリなど 
      低木：クチナシなど 
              地被：カタクリ、チゴユリ、ムラサキ、水生植物など 

芝生広場 
エコセンター（仮称）と 
エコプラザ（仮称）をつ 
なぐコミュニティ広場。 

既存樹木を活かしながら武蔵野の雑木林をイメージ 
した植栽を行う。人は立ち入ることができない。 
【既存】ケヤキ、シラカシ 
【新植】中木：ヤマボウシ、クヌギ、コナラ、エゴノキなど 
     低木：アオキ、ヤマツツジ、ガマズミなど 

壁面緑化とシンボルツリーで煙突の足元を演出。 
【新植】中木：カツラなど 
     地被：タマリュウなど 

コミュニティスペース 
歩道と一体的なオープンスペース。 
既存の高木を活かした空間とする。 
【既存】ヤマモミジ、ケヤキ、ヤマボウシ 

イチョウ並木（既存） 

歩道状空地 
敷地の外周は、既存の中高木を活かしながら、歩行者空間を拡充する。 
また、エコプラザや芝生広場への視線を遮らないようにし、開放的にする。 

大階段 
客席のような使い方もできる大きな階段。 

ヒマラヤスギ、イチョウ（既存） 

ベジタブル・ガーデン 
生ごみ堆肥を活用した菜園。 

リサイクル・ガーデン 
建設廃材を活用した野原風の 
屋上緑化。 

太陽光発電パネル 
発電能力：10kw 

新武蔵野クリーンセンター（仮称）外構計画ゾーニング案 

ヤマモミジ（移植） 

ケヤキ（移植） 

ヤマモミジ（移植） 

ケヤキ（既存） 

ヤマボウシ（移植） 

市整備部 Ｈ３１．６完了 事業者整備部 Ｈ２９．４完了 事業者整備部 

Ｈ２８．６．２９ 第四期協議会第１回資料 

Ｈ２６．１２．２５ 

第三期協議会第９回
資料を基に作成 

  事業者整備エリアと市整備エリア   

ケヤキ並木（新植） 

インセクトホテル 

レインガーデン 

ケヤキ（既存） 

ヤマモミジ（既存） 

ヤマボウシ（移植） 

イチョウ（移植） 

【新植】 
低木：ヒイラギナンテン、コムラサキ、 
    シマカンスゲ、ヒュウガミズキ 

サクラ（既存） 


